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令和６年度（２０２４年度）第４回東海市子ども・子育て支援会議 議事録 

 

１ 日時 令和７年（２０２５年）１月２１日（火）午前１０時～午前１１時１５分 

２ 場所 東海市役所３０２会議室 

３ 出席委員（１２名） 

会長 中村強士、職務代理者 本多伯舟、古谷仁彦、吉田未来、平松由佳、近藤

高史、樋上亜由美、坂田弘毅、川北夏代、鈴木信恵、田中博美、深谷里枝 

４ 欠席委員（２名） 

  八澤佳子、田中薫 

５ 職務のために出席した職員 

  市民福祉部長 植松幹景、幼児保育課長 小島英泰、同統括主任 宇賀神雄也、

健康推進課主任指導保健師 大串文子、学校教育課指導主事 加藤雅尚、社会教

育課統括主任 浅井貴史、社会福祉課統括主任 井上綾、こども課長 永井直子、

子育て支援センター長兼結婚応援センター長 能登谷宏美、こども課主幹 佐田

知子、同統括主任 臼井あゆ美、同統括主任 堤仁勇、同主任 田中恒輝、株式

会社サーベイリサーチセンター 山村靖彦 

６ 公開、非公開の別 

  公開 

７ 傍聴者数 

  ０人 

８ 会議日程 

  開会 

  議題 

ア 東海市こども計画（素案）に関するパブリックコメントの結果について 

  その他 

 閉会 

９ 会議内容 

 開会 

（中村会長あいさつ） 
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皆さんおはようございます。 

今年度最後の会議になります。、前回と比べて主な関連事業が計画に掲載されて

いますので、より具体的な議論、意見交換ができるかもしれないなと思っていま

す。それでは、議題に入ります。   

 議題 

ア 東海市こども計画（素案）に関するパブリックコメントの結果について 

    事務局より資料に基づき説明 

（会長） 

   ただいまの説明について、ご質問やご意見がありましたらお願いします。 

 （平松委員） 

   意見に対する市の対応の方向性で、「参考にさせていただきます」とあります

が、我々保護者からしたら、パブリックコメントがどのようなものかということ

はわかりません。パブリックコメントは計画についての意見を言う場であり、具

体的な取り組みについては、別に市政提案箱という制度があり、個別の事業に対

する要望を始め、市政に関わるご意見を幅広く受け付けており、回答を求めた場

合には一つ一つに個別に回答をしております。という事を示した方が良いのでは

と思います。 

（事務局） 

   「意見に対する市の対応の方向性で参考にさせていただきます」の他に追加し

て、「こういった制度もありますのでそちらをご活用ください」というような一

文を入れるかどうか検討させていただきます。 

 （近藤委員） 

今の意見の追加的な話になってしまいますが、パブリックコメントを募る段階

で、市政提案箱の存在を明記して、「個別具体的なものに関してはこちらへお送り

ください。方針に対するものは、こちらのパブリックコメントでお送りください」

というやり方をしておけば、コメントそのものを整理する手間もある程度省ける

のかなと思いました。 

（古谷委員） 

   具体的な事業の中で検討させていただくということは、これは来年度以降とい
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うことで具体的に進んでいるということですか。 

 （事務局） 

いただいたご意見に対して、実際に動いているものや、検討しているものもあ

りますので、こういった会議でもわかりやすいように情報提供していきたいと思

っています。  

（中村会長） 

本紙、概要版、こども版と３種類ありますが、それぞれどこに配られる予定で

すか。 

（事務局） 

委員の皆様や公共施設への配架を予定しております。こども一人ひとりに配る

までは考えておらず、デジタルブックなどインターネット上で誰でも見られるよ

うにする予定です。 

（田中博美委員） 

こどもに目を通してもらうためにこども版を作ったので、学校などにある程度

の部数を渡して、総合や道徳の授業の中で少し触れてもらえる形にしないと、児

童館や市民館にこれが置いてあってもこどもが「ワーッ、何か面白そう」と見る

ものではない気がするので、置く場所は考えた方が良いと思います。 

（事務局） 

たしかに公共施設に置くだけでは見てもらえるとは思ってはいないので、何か

しらの働きかけは必要だと思っています。 

 （本多委員） 

東海市の小学校、中学校はメール送信サービスに載せて配ったり、小学校で総

合的な学習時間があると思うので、そこで勉強するということをご検討していた

だけるとありがたいなと。全市民のこどもに対してということがコンセプトにあ

ると思いますので、幼稚園や保育園にデータをいただければうちの幼稚園は保護

者向けにメール送信サービスをやっているので全家庭配布はできる気がします。

そう難しい話ではないと思いますので、ぜひご検討いただきたいと思います。 

（坂田委員） 

当園でも保護者へのメール送信のものもありますし、東海市の公式 LINE などを

利用できるとも思いますので、またよろしくお願いします。 
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（中村会長） 

  短い時間で説明した動画を作ったらどうですか。 

（事務局） 

参考にさせていただきます。 

（中村会長） 

表紙はどういうイメージですか。結構大事ですよね。「東海市のこどもたち必

見！」やおしゃれなものなど、可愛らしいものが多いですよね。何か面白いのが

良いですね。 

 （事務局） 

手にとってみたいなと思えるような表紙にしていきたいと思っています。 

 （川北委員） 

   こども版は何歳ぐらい向けでしょうか。中学生ぐらいならわかると思いますが、

小学生には少し難しいかなと思うので、小学生向けと中学生向けに分けられたら

良いなと思います。 

（事務局） 

  こども版は小学校の中・高学年以上を想定して作成しております。 

（樋上委員） 

こども・若者の意見を率直にこどもが見たら「児童館に夜までいられるの？」

「お泊まり会ができるの？」「動画や DVD が見られるんだ」と思ってしまう気がし

ます。載せてしまうとどんどん期待して、結局できないまま裏切ってしまうとな

るので、実現できないのであればあまり載せないほうが良いのかなと思います。 

 （事務局） 

   実際できなかったとしても、こどもの意見としてこういうものがありますよと

紹介をする中で、シンプルにこどもらしい意見ということで載せたのですが、こ

こに載ればやってもらえると思ってしまう人が一定数いると考えると注意が必

要なので、誤解がないように掲載方法を検討したいと思います。 

（鈴木委員） 

   学校現場にいる者として、こどもの声というか、今まで東海市の小学校、中学

校を見てきた中で、時間がかかるものもありますが、施設の面や沖縄体験学習な
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ど、様々なところで改善されていると思います。国からの方針かもしれませんが、

暑さ対策として、エアコンが設置されたり、こどもたちにとっても居心地の良い

場所を提供いただいていることは確かなので、例えば、このように変わったとい

うことがこどもの目線でもわかるように示せれば良いのかなと思いました。 

 （深谷委員） 

   こども計画のそもそもの使い道ですが、一般市民はこども計画をどう使えば良

いのかわからないのですが何に使うのですか。 

 （事務局） 

   この計画には、市としてこのような方向に進んでいきたいという全体像のよう

なものが載っているので、それに関して、市ではこういった事業をやっています。

こういったところに向かっていきます。ということを示し、認識いただくことが

できるかと思います。 

 （吉田委員） 

   インタビュー調査の児童館にあったら良いもので、動画や DVD についてやドッ

ジボール、卓球などの大会について意見があります。まちのこクラブがボランテ

ィアで鑑賞会や卓球大会を企画し実施していますが、場所や用具も自由に使えな

かったりし、いつまでもボランティアだけではできないかなと感じるので、誰か

が負担するのではなく、市の方でいろいろもう少しやり方を考えていただけたら、

実現されることが増えるのではないかなと思います。 

（事務局） 

ありがとうございます。 

 （本多委員） 

 素案の第６章２、国・県等との連携ということで、県も同じように、子ども・

子育てプラン、あいちはぐみんプランを作っていると思うのですが、そのことと

の連携の記載がないことに少し違和感を覚えます。 

（事務局） 

もちろん国・県と連携しながら進めていきますと計画の中に載せてはいるので

すが、県も今同じように計画を作成しており、県からの情報を受けながら、それ

を勘案して作成していますので、その辺りの一文を検討させていただきます。 

（坂田委員） 
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  素案の６章１で、施策の実施状況の点検とあります。また今後、この点検・評

価を子ども・子育て支援会議で行っていくとなっています。第４章にそれぞれの

項目ごとに主な関連事業等の記載がありますが、新旧対照表のような、今までど

ういった事業をしていて、今回どういった事業が始まっているか、廃止になった

事業があるのか、こういったことを叶えるためにこういった事業に取り組んでき

たというところは評価に必要なのかなと思いますので、オープンにしていただけ

たらと思います。 

（事務局） 

   こういった会議の中では、評価に必要なものについて、公表できる範囲にはな

ってしまいますが、情報提供していきたいと思います。 

（本多委員） 

中に書いてある用語が時々統一されていないということをお伝えさせていただ

いていたと思うのですが、第５章に認定こども園と書いてあり、これは今の幼保

連携型認定こども園を指しているとは思うのですが、一般の方にはわかりづらい

のかなと思いますし、保育士や幼稚園教諭と書いてあるのですが、認定こども園

でも保育教諭と言います。その辺りの法律用語との整合性を再度、全体的にチェ

ックしていただければと思います。 

 その他 

 (会長) 

それでは全体を通して何か意見・質問ありましたらお聞きしたいと思います。い

かがでしょうか。本日の議題は全て終了いたしました。ご協力ありがとうございま

した。 

   

  閉会 


